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ぞうさんのしま
アーノルドはずっとまえからふなのりをしているぞうです。
アーノルドにとってうみはともだちです。ところがあるひ、はげしいなみでアーノルドのふ
ねはしずんでしまいました。
うんがいいことに、アーノルドはながいはなをつかって、シュノーケルのようにいきをする
ことができました。
なんじかんもたってから、アーノルドはちいさなしまにぐうぜんたどりつきました。
アーノルドはおおむかしのふなのりのしをおもいだしました。
たったひとり たったひとり ひとりぼっち ひとりぼっち、ひろいひろいうみにたったひと
り！
うんがいいことに、アーノルドはながいはなをつかって、トランペットのようにおとをだす
ことできました。「なんのきょくなの？」とさかながききました。
「たすけて～」「ぼくここにいるよ～」とアーノルドはさけびましたですがだれもたすけに
きてくれませんでした。
アーノルドはしまをみまわしていました。ちょうどそのときアーノルドのせんちょうのぼう
しがちかくをながれてきました。
アーノルドはぼうしをかぶると、ちへいせんにちいさなふねをみつけました。
そのちいさなふねはねずみのふねでした。
やっとたすけてもらえる！
アーノルドはこわれてしまったふねをどうにかしようとできるかぎりのことをしました。
アーノルドはひものむすびかたをたくさんしっていました。だって、ふなのりのぞうですか
ら。
まもなくすると、としをとったかいぞくがふねでやってきました。
アーノルドはそっとふねにのりました。
しまった！アーノルドはまたヘマをしてしまったのです。
みんなにすこしたすけてもらって、アーノルドはしまをひろげはじめました。
つぎのひのあさ、つりぶねがブォーンとものすごいはやさでちかづいてきました。
というのもきかいがはちゃめちゃにこわれてしまっていたのです。
みんなぶじにしまにあがることができました。
アーノルドはどんなものでもくふうしてつかいます。
つきがぎんいろにかがやいています。そのしたで、アーノルドたちはみんないっしょにダン
スをしました。
そしてひとばんじゅうくじらのうたをうたいました。
いいうたはあっというまにひろまるのです。
まもなくするとみんながぞうさんのしまにむかってやってきました。
アーノルドはとてもうれしそうにむかえてくれます。「まだもうひとりこれるよ！」
あるひ、そらはどんよりとして、かぜはビュービューふき、うみはゴーゴーとなみをたてて
いました。
みんながじーっとアーノルドのほうをみています。



そろそろかえるじかんなんじゃない？
「しっかりつかまって！」とアーノルドは言いました。「もっといいかんがえがあるん
だ！」




